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　多くの高齢者が患っている関節疾患
に、変形性関節症があります。軟骨と、
その周囲組織の損傷を伴う慢性疾患で、
手、指、膝、腰などの関節痛や、運動機
能の障害をもたらします。変形性関節症
による疼痛や機能障害に対して、運動療
法や理学療法の有効性を報告したエビデ
ンス（臨床研究の結果）は多数あります。
しかし、実際の臨床現場においては、適
切な運動療法や理学療法が、患者に提供
されていないことも珍しくありません

（PMID:25952353）
　このように、質の高いエビデンスが報
告されていたとしても、医療者の臨床
行動（プラクティス）に反映されてい
ない状況を「エビデンス・プラクティ
ス・ギャップ」と呼びます。理学療法
や運動療法に限らず、薬物療法におい
ても、このようなギャップが散見され
ます。
　例えば、罹病期間の長い２型糖尿病治

療患者に対する集中的な血糖コントロー
ル（HbA1c値６％未満）の有用性につい
て、2008年に否定的なエビデンスが報
告されています（P M I D : 18539917）。
しかし、米国内科学会が、多くの２型糖
尿病患者に対する血糖コントロール目標
を、H b A1cで７～８％に設定したのは
2018年でした（PMID:29507945）
　エビデンスとプラクティスのギャップ
を短縮するためには、最新のエビデン
スを医療者の臨床行動に積極的に実装
していく必要があります。このように、
エビデンスを日常臨床に体系的に取り
入れることを促進し、医療サービスの
質と有用性を向上させる方法論を、実
装科学（implementation science）と呼
びます。
　実装科学が注目されるようになった背

景には、質の高いエビデンスと言えど、
その情報が医療者の臨床行動に実装さ
れるまで、平均で17年もの歳月がかか
るという事実です。そもそも、実装され
ないエビデンスも少なくありません

（PMID:26376626）。そういう意味では、
新型コロナウイルス感染症に対するプラ
クティスは、エビデンスが極めて迅速に
社会実装された異質な例と言えるかもし
れません。
　もちろん、エビデンスが示している治
療法が、必ずしも人の生活を豊かにする
とは限りません。ただ、医療サービスが
科学的合理性の上に構築されていなけれ
ば、いわゆる「トンデモ」と呼ばれるよ
うな医療行為との境界線が曖昧になって
しまうでしょう。
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頂きあとは卒論を書くだけの4年生の
ある日、母に「薬学部に行くならお金
出してあげるよ」って急に言われまし
た。その瞬間は絶対無理だと思いまし
たが、ある日の朝、何か大きなきっか
けがあったわけでもないのに薬学部に

進学しようと決めて勉強を始め、無事
薬学部に進学しました。
　あの日薬学部に進もうと思っていな
ければ薬剤師になっていなかったし、
がんにならなければ仏法を学んで僧侶
になっていないし、今こうやってお

話することもなかったでしょう。こ
のようにすべてが今につながってい
るんだと分かった時、「この人生をど
う歩くのか、それだけが私に与えられ
ている課題だ」と気づくことができま
した。

　――医療者が患者さんと向き合うと
きに大切なことを教えてください。
　「四苦八苦」という言葉はご存じで
すか？四苦八苦とは、「生老病死」に
加えて、好きな人に会うことができな
い「愛別離苦」、嫌いな人に会わなけ
ればいけない「怨憎会苦」、欲しいも
のが手に入らない「求不得苦」、心と
体が一致しない「五蘊盛苦」のことを
指しています。
　これらの苦は人間にはどうすること
もできません。つまり人間の苦は、自
分で悩み苦しんで乗り越えていくしか
ないものであり、誰も代わってあげら
れるものではありません。
　私たち人間は、予想外の事実に苦し

いと嘆きます。「なぜ私が苦しまなけ
ればいけないのか」「どうしてこんな
に辛い状況なのに生き続けなければい
けないのか」と嘆きます。薬剤師を始
めとした医療人は、この苦しみに対し
何かしてあげたいと思います。当然の
ことです。
　苦しんでいる患者さんは、その苦し
みを自分で乗り越えるという人生の大
きな節目を迎えており、普段考えるこ
とのないような、大きな問いの前に立
たされています。私たち医療人は、こ
の問いの前に共に立とうとするなら
ば、医療人としてではなく、１人の人
間としてのあり方を厳しく問われるこ
とになります。

　死生観やコミュニケーションを学ぶ
ことで患者さんに寄り添えるのでは
ないか。こんな風に私たちは、簡単
に何かに夢を託そうとします。です
が、現実はそんなに簡単なものでは
ありません。じゃあ私たちには患者さ
んの苦しみを取り除くことは無理なの
か。このように考えた時、大切にな
ってくることは、現実を投げ出さず
に小さいことでも何かをやり続けるこ
とです。
　――薬学生に向けて何か伝えたいこ
とはありますか。
　学問を学んでいる最中の学生は特
に、何かを学んだら、身に着けたら、
目の前の患者さんに何かできるのでは
ないかって思うでしょう。ですが、死
を前にしては、学んだこと、身に着け
たことをツールにすることはできませ
ん。ですから、学問だけでなく、人が
生きている、暮らしているところへ出

ていって、話を聞かせてもらいなさ
い。患者さんの前には薬剤師として
ではなく、人として立たないといけ
ません。学問から得たテクニックで
は、患者さんやそのご家族にどう接
していくことができるのか、分かりま
せんから。
　社会に出たら患者さんやいろいろな
人からお話をうかがえる機会はなかな
かありません。学生時代にうかがえる
機会があるならば、とにかく行きなさ
い。そして何も分からない私に話して
くださってありがとうございますと、
感謝をしっかり伝えること。すると、
患者さんは本当に思っていることを話
してくれたりします。いろいろな世界
を見てください。
　薬剤師になったら、薬に関する国家
資格を持っただけに過ぎず、人間とし
てはまだ未完成であることを自覚して
働きましょう。僕たち薬剤師は薬のこ
とを知っているだけなのです。
　患者さんの生きる意味、目的を見つ
けてあげようと思ってしまいがちで
す。ですが、見つけようとするのでは
なく、医療人としてではなく、１人の
人間として相手の想いを受け止め、た
だ尽くすことが大切なのです。

患者とは人として向き合う
相手の想い受け止め、尽くす
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